


立をめざす市民連合（C3+3）を支援して行くこととした。C3+3の短期的な目
標は、日本あるいは韓国政府、またはその両政府がこの条約実現に向けて取り
組む意思を正式に表明することにある。そうした意思表明が条約発効への第一
歩であり、地域内の政府がこうした意思を表明してから条約が発効するまで、
過去の例では13年から35年を要している。我々は、こうした信頼醸成が持続可
能な平和を創ることを確信する。

この条約実現の障害は政治的意思の欠如にある。C3+3では、市民社会と政
治が協力することによってNEA-NWFZの設立に必要な政治的意志を醸成す
る。今、朝鮮半島を分断する38度線非武装地帯（DMZ）では、幅約4km、長
さ250kmに渡って豊かな自然が蘇っている。今こそこの「朝鮮半島グリーン・
ベルト」を分断の終わり、そして持続可能な平和の象徴としようではないか。

出典：3+3国際市民連合HP
https://www.3plus3.org/_files/ugd/285c72_7222a761ca554ba5915136354bac4379.pdf
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